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(57)【要約】
【課題】有機発光ダイオードの劣化を補償できるように
した有機電界発光表示装置及びその駆動方法を提供する
。
【解決手段】画素のそれぞれに含まれる有機発光ダイオ
ードの劣化情報を抽出し、抽出された情報に対応する第
１デジタル値及び第２デジタル値をデータ駆動部に伝達
するセンシング部と、正常駆動期間にタイミング制御部
から供給される第２データに対応してデータ信号を生成
するデータ駆動部と、前記第１デジタル値に対応する電
圧を第４デジタル値に変更し、前記第２デジタル値に対
応する電圧を第５デジタル値に変更する前記第１デジタ
ル－アナログ変換部と、前記第４デジタル値及び第５デ
ジタル値を格納し、前記第４デジタル値及び第５デジタ
ル値に対応して、外部から供給される第１データのビッ
ト値を変更して前記第２データを生成する前記タイミン
グ制御部と、を備える。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　データ線、走査線、フィードバック線、制御線、及び発光制御線の交差部に位置する画
素と、
　前記走査線及び前記発光制御線を駆動するための走査駆動部と、
　前記制御線を駆動するための制御線駆動部と、
　センシング期間に、前記フィードバック線に電流源の電流を供給し、前記画素のそれぞ
れに含まれる有機発光ダイオードの劣化情報を抽出し、抽出された情報に対応する第１デ
ジタル値及び第２デジタル値をデータ駆動部に伝達するためのセンシング部と、
　前記第１デジタル値に対応する電圧を第４デジタル値に変更し、前記第２デジタル値に
対応する電圧を第５デジタル値に変更するための第１デジタル－アナログ変換部と、
　前記第４デジタル値及び前記第５デジタル値を格納し、前記第４デジタル値及び前記第
５デジタル値に対応して、外部から供給される第１データのビット値を変更して第２デー
タを生成するためのタイミング制御部と、
　前記センシング期間に、前記第１デジタル値及び前記第２デジタル値に対応する電圧を
前記画素に供給しながら、当該画素に印加される電圧を前記第１アナログ－デジタル変換
部に供給し、正常駆動期間に、前記タイミング制御部から供給される前記第２データに対
応してデータ信号を生成するためのデータ駆動部と、
を備えることを特徴とする有機電界発光表示装置。
【請求項２】
　前記データ駆動部は、
　順次にサンプリング信号を生成するため、複数のシフトレジスタを含むシフトレジスタ
部と、
　前記サンプリング信号に対応して前記第２データを順次格納するため、複数のサンプリ
ングラッチを含むサンプリングラッチ部と、
　該サンプリングラッチ部に格納された前記第２データを臨時格納するため、複数のホー
ルディングラッチを含むホールディングラッチ部と、
　該ホールディングラッチ部に格納された前記第２データを用いて前記データ信号を生成
するため、複数のデジタル－アナログ変換部を含む信号生成部と、
　前記データ信号を前記データ線に伝達するため、複数のバッファを含むバッファ部と、
を備えることを特徴とする請求項１に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項３】
　前記センシング部は、
　前記フィードバック線のそれぞれに接続され、前記電流を供給するための複数の電流源
と、
　前記フィードバック線に接続され、前記電流が供給されるとき、特定画素に含まれる前
記有機発光ダイオードに印加される電圧を第３デジタル値に変更するための第２アナログ
－デジタル変換部と、
　前記第３デジタル値に対応して、前記第１デジタル値及び前記第２デジタル値を所定の
時間間隔で前記特定画素に接続された前記デジタル－アナログ変換部に供給するためのル
ックアップテーブルと、
を備えることを特徴とする請求項２に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項４】
　前記電流源の電流値は、５０ｎＡ～５０μＡの範囲に設定されることを特徴とする請求
項３に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項５】
　前記第１デジタル値及び前記第２デジタル値は、互いに異なる電圧情報を含むことを特
徴とする請求項３に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項６】
　前記第１デジタル値は、前記有機発光ダイオードのアノード電極に印加され、前記有機
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発光ダイオードの劣化にかかわらず、最大階調の輝度を発生できる電圧情報を含むことを
特徴とする請求項５に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項７】
　前記第２デジタル値は、前記有機発光ダイオードで前記第１デジタル値の１／４の輝度
が発生し得る電圧情報、または前記有機発光ダイオードで最小階調の輝度を発生できる電
圧情報を含むことを特徴とする請求項５に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項８】
　前記センシング部は、
　前記電流源と前記フィードバック線のそれぞれとの間に位置し、前記センシング期間の
第１期間にターンオンされる第１０トランジスタと、
　前記第２アナログ－デジタル変換部と前記フィードバック線のそれぞれとの間に位置し
、前記センシング期間の第１期間にターンオンされる第１１トランジスタと、
　前記ルックアップテーブルと前記デジタル－アナログ変換部との間に位置し、前記セン
シング期間の第２期間にターンオンされる第１２トランジスタと、
をさらに備えることを特徴とする請求項３に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項９】
　前記デジタル－アナログ変換部は、前記センシング期間の第２期間に、前記第１デジタ
ル値及び前記第２デジタル値を順次にアナログ電圧に変更して前記特定画素に接続された
バッファに供給することを特徴とする請求項３に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１０】
　前記バッファは、第１制御信号に対応して、第１端子及び第２端子の極性が反転するＯ
Ｐ－ＡＭＰであることを特徴とする請求項９に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１１】
　前記バッファは、
　前記第１端子と前記デジタル－アナログ変換部との間に位置し、前記センシング期間の
第２期間にターンオンされる第１４トランジスタと、
　前記デジタル－アナログ変換部の第２端子と前記フィードバック線との間に位置し、前
記センシング期間の第２期間にターンオンされる第１５トランジスタと、
　前記第２端子と前記ＯＰ－ＡＭＰの出力端子との間に位置し、前記正常駆動期間にター
ンオンされる第１６トランジスタと、
を備えることを特徴とする請求項１０に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１２】
　前記バッファは、前記センシング期間の第２期間に、前記第１デジタル値及び前記第２
デジタル値に対応する前記アナログ電圧が第１端子に入力されるとき、前記第２端子の電
圧が前記アナログ電圧と同じ電圧に上昇するように前記バッファの出力端の電圧が制御さ
れることを特徴とする請求項９に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１３】
　前記第１アナログ－デジタル変換部は、前記第１デジタル値に対応して、前記特定画素
の駆動トランジスタのゲート電極に印加された電圧を前記第４デジタル値に変更し、前記
第２デジタル値に対応して、前記駆動トランジスタのゲート電極に印加された電圧を前記
第５デジタル値に変更することを特徴とする請求項１２に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１４】
　前記タイミング制御部は、
　前記第４デジタル値及び前記第５デジタル値を格納するためのメモリと、
　前記第４デジタル値及び前記第５デジタル値に対応して、外部から供給される第１デー
タのビット値を変更して前記第２データを生成するための計算部と、
を備えることを特徴とする請求項１３に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１５】
　前記メモリに全ての前記画素の前記第４デジタル値及び前記第５デジタル値が格納され
ることを特徴とする請求項１４に記載の有機電界発光表示装置。
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【請求項１６】
　前記計算部は、前記特定画素に供給される第１データが入力されるとき、前記特定画素
に対応する第４デジタル値及び第５デジタル値を前記メモリから抽出し、前記特定画素の
有機発光ダイオードの劣化及び前記特定画素の駆動トランジスタの閾値電圧／移動度が補
償され得るように、前記第１データのビット値を変更して前記第２データを生成すること
を特徴とする請求項１４に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１７】
　前記計算部は、前記特定画素に供給される第１データが入力されるとき、前記特定画素
に対応する第４デジタル値及び第５デジタル値を抽出した後、前記第５デジタル値から前
記第４デジタル値を減じ、前記特定画素の駆動トランジスタの移動度情報及び劣化補償情
報を抽出すると共に、前記第５デジタル値を２倍にしてから前記第４デジタル値を減じた
後、この値を第１電源のデジタル値から減じ、前記駆動トランジスタの閾値電圧情報を抽
出することを特徴とする請求項１６に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１８】
　前記計算部は、前記駆動トランジスタの移動度情報及び前記劣化補償情報に第１データ
のビット情報をかけ、この値に前記駆動トランジスタの閾値電圧情報を足した後、計算さ
れた結果を前記第１電源のデジタル値から減じ、前記第２データを生成することを特徴と
する請求項１７に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１９】
　前記画素のそれぞれは、
　前記有機発光ダイオードと、
　前記走査線及び前記データ線に接続され、前記走査線に走査信号が供給されるときにタ
ーンオンされる第１トランジスタと、
　前記データ信号に対応する電圧を充電するためのストレージキャパシタと、
　該ストレージキャパシタに格納された電圧に対応する電流を前記第１電源から前記有機
発光ダイオードを経由して第２電源に供給するための駆動トランジスタと、
　該駆動トランジスタと前記有機発光ダイオードとの間に位置し、前記発光制御線に発光
制御信号が供給されるときにターンオフされる第３トランジスタと、
　前記フィードバック線と前記有機発光ダイオードのアノード電極との間に接続され、前
記制御線に第２制御信号が供給されるときにターンオンされる第４トランジスタと、
を備えることを特徴とする請求項１７に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項２０】
　前記第４トランジスタは、前記センシング期間にターンオンされ、前記第１トランジス
タは、前記センシング期間の第１期間にターンオフされることを特徴とする請求項１９に
記載の有機電界発光表示装置。
【請求項２１】
　特定画素の有機発光ダイオードに電流源の電流を供給するステップと、
　前記電流に対応して、前記有機発光ダイオードに印加された電圧を第３デジタル値に変
更してルックアップテーブルに伝達するステップと、
　前記ルックアップテーブルで前記第３デジタル値に対応する第１デジタル値及び第２デ
ジタル値を順次にアナログ電圧に変更して前記特定画素に伝達するステップと、
　前記第１デジタル値に対応して、前記特定画素の駆動トランジスタのゲート電極に印加
された電圧を第４デジタル値に変更し、前記第２デジタル値に対応して、前記駆動トラン
ジスタのゲート電極に印加された電圧を第５デジタル値に変更してメモリに格納するステ
ップと、
　前記特定画素に供給される第１データが入力されるとき、前記メモリから前記第４デジ
タル値及び前記第５デジタル値を抽出し、前記有機発光ダイオードの劣化及び前記駆動ト
ランジスタの移動度／閾値電圧が補償され得るように、第２データを生成するステップと
、
を含むことを特徴とする有機電界発光表示装置の駆動方法。
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【請求項２２】
　前記電流源の電流は、５０ｎＡ～５０μＡの範囲に設定されることを特徴とする請求項
２１に記載の有機電界発光表示装置の駆動方法。
【請求項２３】
　前記第１デジタル値は、前記第３デジタル値に含まれる前記有機発光ダイオードの劣化
が補償され得るように設定されることを特徴とする請求項２１に記載の有機電界発光表示
装置の駆動方法。
【請求項２４】
　前記第１デジタル値は、前記有機発光ダイオードのアノード電極に印加され、前記有機
発光ダイオードの劣化にかかわらず、最大階調の輝度を発生できる電圧情報を含むことを
特徴とする請求項２３に記載の有機電界発光表示装置の駆動方法。
【請求項２５】
　前記第２デジタル値は、前記第１デジタル値と異なる電圧情報を含むことを特徴とする
請求項２３に記載の有機電界発光表示装置の駆動方法。
【請求項２６】
　前記第２デジタル値は、前記有機発光ダイオードで前記第１デジタル値の１／４の輝度
が発生し得る電圧情報、または最小階調の輝度を発生できる電圧情報を含むことを特徴と
する請求項２５に記載の有機電界発光表示装置の駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、有機電界発光表示装置及びその駆動方法に関し、特に、有機発光ダイオード
の劣化を補償できるようにした有機電界発光表示装置及びその駆動方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、陰極線管（Ｃａｔｈｏｄｅ　Ｒａｙ　Ｔｕｂｅ）の短所である重量及び体積を減
少させることができる各種平板表示装置が開発されている。平板表示装置には、液晶表示
装置（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ）、電界放出表示装置（Ｆｉｅｌ
ｄ　Ｅｍｉｓｓｉｏｎ　Ｄｉｓｐｌａｙ）、プラズマ表示パネル（Ｐｌａｓｍａ　Ｄｉｓ
ｐｌａｙ　Ｐａｎｅｌ）、及び有機電界発光表示装置（Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｌｉｇｈｔ　Ｅ
ｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｓｐｌａｙ）などがある。
【０００３】
　平板表示装置のうち、有機電界発光表示装置は、電子と正孔との再結合により発光する
有機発光ダイオードを用いて画像を表示する。このような有機電界発光表示装置は、速い
応答速度を有するとともに、低消費電力で駆動されるメリットがある。
【０００４】
　図１は、従来の有機電界発光表示装置の画素を示す回路図である。
【０００５】
　同図に示すように、従来の有機電界発光表示装置の画素４は、有機発光ダイオードＯＬ
ＥＤと、データ線Ｄｍ及び走査線Ｓｎに接続され、有機発光ダイオードＯＬＥＤを制御す
るための画素回路２とを備える。
【０００６】
　有機発光ダイオードＯＬＥＤのアノード電極は、画素回路２に接続され、カソード電極
は、第２電源ＥＬＶＳＳに接続される。このような有機発光ダイオードＯＬＥＤは、画素
回路２から供給される電流に対応して所定の輝度の光を生成する。
【０００７】
　画素回路２は、走査線Ｓｎに走査信号が供給されるとき、データ線Ｄｍに供給されるデ
ータ信号に対応して、有機発光ダイオードＯＬＥＤに供給される電流量を制御する。この
ため、画素回路２は、第１電源ＥＬＶＤＤと有機発光ダイオードＯＬＥＤとの間に接続さ
れた第２トランジスタＭ２と、第２トランジスタＭ２、データ線Ｄｍ及び走査線Ｓｎの間
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に接続された第１トランジスタＭ１と、第２トランジスタＭ２のゲート電極と第１電極と
の間に接続されたストレージキャパシタＣｓｔとを備える。
【０００８】
　第１トランジスタＭ１のゲート電極は、走査線Ｓｎに接続され、第１電極は、データ線
Ｄｍに接続される。そして、第１トランジスタＭ１の第２電極は、ストレージキャパシタ
Ｃｓｔの一方の端子に接続される。ここで、第１電極は、ソース電極及びドレイン電極の
いずれか１つに設定され、第２電極は、第１電極と異なる電極に設定される。例えば、第
１電極がソース電極に設定されると、第２電極はドレイン電極に設定される。走査線Ｓｎ
及びデータ線Ｄｍに接続された第１トランジスタＭ１は、走査線Ｓｎから走査信号が供給
されるときにターンオンされ、データ線Ｄｍから供給されるデータ信号をストレージキャ
パシタＣｓｔに供給する。このとき、ストレージキャパシタＣｓｔは、データ信号に対応
する電圧を充電する。
【０００９】
　第２トランジスタＭ２のゲート電極は、ストレージキャパシタＣｓｔの一方の端子に接
続され、第１電極は、ストレージキャパシタＣｓｔの他方の端子及び第１電源ＥＬＶＤＤ
に接続される。そして、第２トランジスタＭ２の第２電極は、有機発光ダイオードＯＬＥ
Ｄのアノード電極に接続される。このような第２トランジスタＭ２は、ストレージキャパ
シタＣｓｔに格納された電圧値に対応して、第１電源ＥＬＶＤＤから有機発光ダイオード
ＯＬＥＤを経由して第２電源ＥＬＶＳＳに流れる電流量を制御する。このとき、有機発光
ダイオードＯＬＥＤは、第２トランジスタＭ２から供給される電流量に対応する光を生成
する。
【００１０】
　しかしながら、このような従来の有機電界発光表示装置では、有機発光ダイオードＯＬ
ＥＤの劣化による効率の変化により所望の輝度の映像を表示できない問題がある。実際に
、経時変化により有機発光ダイオードが劣化し、これにより、同じデータ信号に対応して
、次第に低輝度の光が生成される問題が発生する。
【特許文献１】大韓民国公開特許第２００６－０１２８４６４号公報
【特許文献２】大韓民国公開特許第２００７－００４４４５７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　そこで、本発明の目的は、有機発光ダイオードの劣化を補償できるようにした有機電界
発光表示装置及びその駆動方法を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　上記の目的を達成するため、本発明の実施例に係る有機電界発光表示装置は、データ線
、走査線、フィードバック線、制御線、及び発光制御線の交差部に位置する画素と、前記
走査線及び前記発光制御線を駆動するための走査駆動部と、前記制御線を駆動するための
制御線駆動部と、センシング期間に、前記フィードバック線に電流源の電流を供給し、前
記画素のそれぞれに含まれる有機発光ダイオードの劣化情報を抽出し、抽出された情報に
対応する第１デジタル値及び第２デジタル値をデータ駆動部に伝達するためのセンシング
部と、前記第１デジタル値に対応する電圧を第４デジタル値に変更し、前記第２デジタル
値に対応する電圧を第５デジタル値に変更するための第１デジタル－アナログ変換部と、
前記第４デジタル値及び前記第５デジタル値を格納し、前記第４デジタル値及び前記第５
デジタル値に対応して、外部から供給される第１データのビット値を変更して第２データ
を生成するためのタイミング制御部と、前記センシング期間に、前記第１デジタル値及び
前記第２デジタル値に対応する電圧を前記画素に供給しながら、当該画素に印加される電
圧を前記第１アナログ－デジタル変換部に供給し、正常駆動期間に、前記タイミング制御
部から供給される前記第２データに対応してデータ信号を生成するためのデータ駆動部と
、を備える。
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【００１３】
　好ましくは、前記データ駆動部は、順次にサンプリング信号を生成するため、複数のシ
フトレジスタを含むシフトレジスタ部と、前記サンプリング信号に対応して前記第２デー
タを順次に格納するため、複数のサンプリングラッチを含むサンプリングラッチ部と、該
サンプリングラッチ部に格納された前記第２データを臨時格納するため、複数のホールデ
ィングラッチを含むホールディングラッチ部と、該ホールディングラッチ部に格納された
前記第２データを用いて前記データ信号を生成するため、複数のデジタル－アナログ変換
部を含む信号生成部と、前記データ信号を前記データ線に伝達するため、複数のバッファ
を含むバッファ部と、を備える。
【００１４】
　前記センシング部は、前記フィードバック線のそれぞれに接続され、前記電流を供給す
るための複数の電流源と、前記フィードバック線に接続され、前記電流が供給されるとき
、特定画素に含まれる前記有機発光ダイオードに印加される電圧を第３デジタル値に変更
するための第２アナログ－デジタル変換部と、前記第３デジタル値に対応して、前記第１
デジタル値及び前記第２デジタル値を所定の時間間隔で前記特定画素に接続された前記デ
ジタル－アナログ変換部に供給するためのルックアップテーブルと、を備える。
【００１５】
　前記電流源の電流値は、５０ｎＡ～５０μＡの範囲に設定される。前記第１デジタル値
及び前記第２デジタル値は、互いに異なる電圧情報を含む。前記第１デジタル値は、前記
有機発光ダイオードのアノード電極に印加され、前記有機発光ダイオードの劣化にかかわ
らず、最大階調の輝度を発生できる電圧情報を含む。前記第２デジタル値は、前記有機発
光ダイオードで前記第１デジタル値の１／４の輝度が発生し得る電圧情報、または前記有
機発光ダイオードで最小階調の輝度を発生できる電圧情報を含む。前記センシング部は、
前記電流源と前記フィードバック線のそれぞれとの間に位置し、前記センシング期間の第
１期間にターンオンされる第１０トランジスタと、前記第２アナログ－デジタル変換部と
前記フィードバック線のそれぞれとの間に位置し、前記センシング期間の第１期間にター
ンオンされる第１１トランジスタと、前記ルックアップテーブルと前記デジタル－アナロ
グ変換部との間に位置し、前記センシング期間の第２期間にターンオンされる第１２トラ
ンジスタと、をさらに備える。
【００１６】
　前記デジタル－アナログ変換部は、前記センシング期間の第２期間に、前記第１デジタ
ル値及び前記第２デジタル値を順次にアナログ電圧に変更して前記特定画素に接続された
バッファに供給する。前記バッファは、第１制御信号に対応して、第１端子及び第２端子
の極性が反転するＯＰ－ＡＭＰである。前記バッファは、前記第１端子と前記デジタル－
アナログ変化部との間に位置し、前記センシング期間の第２期間にターンオンされる第１
４トランジスタと、前記デジタル－アナログ変換部の第２端子と前記フィードバック線と
の間に位置し、前記センシング期間の第２期間にターンオンされる第１５トランジスタと
、前記第２端子と前記ＯＰ－ＡＭＰの出力端子との間に位置し、前記正常駆動期間にター
ンオンされる第１６トランジスタと、を備える。
【００１７】
　前記センシング期間の第２期間に、前記第１デジタル値及び前記第２デジタル値に対応
する前記アナログ電圧が第１端子に入力されるとき、前記第２端子の電圧が前記アナログ
電圧と同じ電圧に上昇するように前記バッファの出力端の電圧が制御される。前記第１ア
ナログ－デジタル変換部は、前記第１デジタル値に対応して、前記特定画素の駆動トラン
ジスタのゲート電極に印加された電圧を前記第４デジタル値に変更する。また、前記第２
デジタル値に対応して、前記駆動トランジスタのゲート電極に印加された電圧を前記第５
デジタル値に変更する。前記タイミング制御部は、前記第４デジタル値及び前記第５デジ
タル値を格納するためのメモリと、前記第４デジタル値及び前記第５デジタル値に対応し
て、外部から供給される第１データのビット値を変更して前記第２データを生成するため
の計算部と、を備える。
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【００１８】
　全ての前記画素の前記第４デジタル値及び前記第５デジタル値が前記メモリに格納され
る。前記計算部は、前記特定画素に供給される第１データが入力されるとき、前記特定画
素に対応する第４デジタル値及び第５デジタル値を前記メモリから抽出し、前記特定画素
の有機発光ダイオードの劣化及び前記特定画素の駆動トランジスタの閾値電圧／移動度が
補償され得るように、前記第１データのビット値を変更して前記第２データを生成する。
【００１９】
　前記画素のそれぞれは、前記有機発光ダイオードと、前記走査線及び前記データ線に接
続され、前記走査線に走査信号が供給されるときにターンオンされる第１トランジスタと
、前記データ信号に対応する電圧を充電するためのストレージキャパシタと、該ストレー
ジキャパシタに格納された電圧に対応する電流を前記第１電源から前記有機発光ダイオー
ドを経由して第２電源に供給するための駆動トランジスタと、該駆動トランジスタと前記
有機発光ダイオードとの間に位置し、前記発光制御線に発光制御信号が供給されるときに
ターンオフされる第３トランジスタと、前記フィードバック線と前記有機発光ダイオード
のアノード電極との間に接続され、前記制御線に第２制御信号が供給されるときにターン
オンされる第４トランジスタと、を備える。前記第４トランジスタは、前記センシング期
間にターンオンされ、前記第１トランジスタは、前記センシング期間の第１期間にターン
オフされる。
【００２０】
　本発明の実施例に係る有機電界発光表示装置の駆動方法は、特定画素の有機発光ダイオ
ードに電流源の電流を供給するステップと、前記電流に対応して、前記有機発光ダイオー
ドに印加された電圧を第３デジタル値に変更してルックアップテーブルに伝達するステッ
プと、前記ルックアップテーブルで前記第３デジタル値に対応する第１デジタル値及び第
２デジタル値を順次にアナログ電圧に変更して前記特定画素に伝達するステップと、前記
第１デジタル値に対応して、前記特定画素の駆動トランジスタのゲート電極に印加された
電圧を第４デジタル値に変更し、前記第２デジタル値に対応して、前記駆動トランジスタ
のゲート電極に印加された電圧を第５デジタル値に変更してメモリに格納するステップと
、前記特定画素に供給される第１データが入力されるとき、前記メモリから前記第４デジ
タル値及び前記第５デジタル値を抽出し、前記有機発光ダイオードの劣化及び前記駆動ト
ランジスタの移動度／閾値電圧が補償され得るように、第２データを生成するステップと
、を含む。
【発明の効果】
【００２１】
　本発明の実施例に係る有機電界発光表示装置及びその駆動方法は、有機発光ダイオード
の劣化情報を抽出し、抽出された情報に対応して、駆動トランジスタのゲート電極に印加
された電圧を第４デジタル値及び第５デジタル値に変更してメモリに格納する。その後、
メモリに格納された第４デジタル値及び第５デジタル値を用いてデータのビット値を変更
することにより、有機発光ダイオードの劣化、駆動トランジスタの閾値電圧及び移動度を
補償することができる。したがって、本発明では、有機発光ダイオードの劣化、駆動トラ
ンジスタの閾値電圧及び移動度の偏差にかかわらず、所望の輝度の画像を表示することが
できる長所がある。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２２】
　以下、本発明の属する技術分野における通常の知識を有する者が本発明を容易に実施で
きる好ましい実施例を、添付された図２～図７を参照して詳細に説明する。
【００２３】
　図２は、本発明の実施例に係る有機電界発光表示装置を示す図である。同図において、
センシング部１７０及びデータ駆動部１２０は、機能的に区分したものであって、実際に
は１つのチップで実現することができる。
【００２４】
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　同図に示すように、本発明の実施例に係る有機電界発光表示装置は、走査線Ｓ１～Ｓｎ
、発光制御線Ｅ１～Ｅｎ、データ線Ｄ１～Ｄｍ、フィードバック線Ｆ１～Ｆｍ、及び制御
線Ｃ１～Ｃｍに接続される画素１４０を含む画素部１３０と、走査線Ｓ１～Ｓｎ及び発光
制御線Ｅ１～Ｅｎを駆動するための走査駆動部１１０と、制御線Ｃ１～Ｃｍを駆動するた
めの制御線駆動部１６０と、データ線Ｄ１～Ｄｍを駆動するためのデータ駆動部１２０と
、データ駆動部１２０、走査駆動部１１０、及び制御線駆動部１６０を制御するためのタ
イミング制御部１５０とを備える。
【００２５】
　また、本発明の実施例に係る有機電界発光表示装置は、フィードバック線Ｆ１～Ｆｍに
接続され、画素１４０のそれぞれに含まれる有機発光ダイオードの劣化情報を抽出するた
めのセンシング部１７０と、センシング部１７０から抽出された劣化情報をデジタル信号
に変更してタイミング制御部１５０に伝達するための第１アナログ－デジタル変換部（Ａ
ｎａｌｏｇ　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｃｏｎｖｅｒｔｅｒ）（以下、「ＡＤＣ１」とする。）１
８０とを備える。
【００２６】
　画素部１３０は、走査線Ｓ１～Ｓｎ、発光制御線Ｅ１～Ｅｎ、データ線Ｄ１～Ｄｍ、フ
ィードバック線Ｆ１～Ｆｍ、及び制御線Ｃ１～Ｃｍの交差部に位置する画素１４０を備え
る。このような画素１４０は、データ信号に対応して所定の電圧を充電し、充電された電
圧に対応する電流を有機発光ダイオードに供給して所定の輝度の光を生成する。このため
、画素１４０のそれぞれは、第１電源ＥＬＶＤＤ、及び第１電源ＥＬＶＤＤより低い電圧
値を有する第２電源ＥＬＶＳＳに接続される。
【００２７】
　走査駆動部１１０は、タイミング制御部１５０の制御により走査線Ｓ１～Ｓｎに走査信
号を供給する。また、走査駆動部１１０は、タイミング制御部１５０の制御により発光制
御線Ｅ１～Ｅｎに発光制御信号を供給する。
【００２８】
　制御線駆動部１６０は、タイミング制御部１５０の制御により制御線Ｃ１～Ｃｍに制御
信号を供給する。ここで、制御線駆動部１６０は、センシング期間に、同じ水平ラインに
位置する画素１４０が互いに異なる時点でセンシング部１７０と接続できるように、制御
線Ｃ１～Ｃｍに制御信号を順次供給する。
【００２９】
　センシング部１７０は、センシング期間に、画素１４０のそれぞれに含まれる有機発光
ダイオードに所定の電流を供給しながら、有機発光ダイオードに印加される電圧を抽出す
る（すなわち、有機発光ダイオードの劣化情報の抽出）。そして、センシング部１７０は
、抽出された電圧に対応する第１デジタル値及び第２デジタル値をデータ駆動部１２０に
供給する。
【００３０】
　データ駆動部１２０は、正常駆動期間に、タイミング制御部１５０の制御によりデータ
線Ｄ１～Ｄｍにデータ信号を供給する。また、データ駆動部１２０は、センシング期間に
、センシング部１７０から供給される第１デジタル値及び第２デジタル値を順次にアナロ
グ電圧に変更して画素１４０に供給し、このとき、画素１４０の駆動トランジスタのゲー
ト電極に印加される電圧をＡＤＣ１１８０に供給する。
【００３１】
　ＡＤＣ１１８０は、センシング期間に、第１デジタル値に対応して、データ駆動部１２
０から供給される電圧を第４デジタル値に変更し、第２デジタル値に対応して、データ駆
動部１２０から供給される電圧を第５デジタル値に変更する。そして、ＡＤＣ１１８０は
、第４デジタル値及び第５デジタル値をタイミング制御部１５０に供給する。
【００３２】
　タイミング制御部１５０は、走査駆動部１１０、データ駆動部１２０、及び制御線駆動
部１６０を制御する。また、タイミング制御部１５０は、ＡＤＣ１１８０から供給される
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第４デジタル値及び第５デジタル値を用いて、外部から入力される第１データＤａｔａ１
のビット値を変更して第２データＤａｔａ２を生成する。ここで、第２データＤａｔａ２
は、供給される画素１４０に含まれる有機発光ダイオードの劣化及び駆動トランジスタの
移動度／閾値電圧が補償され得るようにビット値が設定される。タイミング制御部１５０
で生成された第２データＤａｔａ２は、データ駆動部１２０に供給される。第２データＤ
ａｔａ２が供給されたデータ駆動部１２０は、データ信号を生成し、生成されたデータ信
号を画素１４０に供給する。
【００３３】
　図３は、図２における画素の実施例を示す図である。同図では、説明の便宜上、第ｍデ
ータ線Ｄｍ及び第ｎ走査線Ｓｎに接続された画素を示すこととする。
【００３４】
　同図に示すように、本発明の実施例に係る画素１４０は、有機発光ダイオードＯＬＥＤ
と、有機発光ダイオードＯＬＥＤに電流を供給するための画素回路１４２とを備える。
【００３５】
　有機発光ダイオードＯＬＥＤのアノード電極は、画素回路１４２に接続され、カソード
電極は、第２電源ＥＬＶＳＳに接続される。このような有機発光ダイオードＯＬＥＤは、
画素回路１４２から供給される電流に対応して所定の輝度の光を生成する。
【００３６】
　画素回路１４２は、センシング期間の第１期間に、有機発光ダイオードＯＬＥＤの劣化
情報をセンシング部１７０に提供する。そして、画素回路１４２は、センシング期間の第
２期間に、第２トランジスタＭ２のゲート電極に印加された電圧を第ｍデータ線Ｄｍを経
由してＡＤＣ１１８０に提供する。このため、画素回路１４２は、４つのトランジスタＭ
１～Ｍ４と、ストレージキャパシタＣｓｔとを備える。
【００３７】
　第１トランジスタＭ１のゲート電極は、第ｎ走査線Ｓｎに接続され、第１電極は、第ｍ
データ線Ｄｍに接続される。そして、第１トランジスタＭ１の第２電極は、ストレージキ
ャパシタＣｓｔの第１端子に接続される。このような第１トランジスタＭ１は、第ｎ走査
線Ｓｎに走査信号が供給されるときにターンオンされる。
【００３８】
　第２トランジスタＭ２のゲート電極は、ストレージキャパシタＣｓｔの第１端子に接続
され、第１電極は、ストレージキャパシタＣｓｔの第２端子及び第１電源ＥＬＶＤＤに接
続される。そして、第２トランジスタＭ２の第２電極は、第３トランジスタＭ３の第１電
極に接続される。このような第２トランジスタＭ２は、ストレージキャパシタＣｓｔに格
納された電圧値に対応する電流を有機発光ダイオードＯＬＥＤに供給する。
【００３９】
　第３トランジスタＭ３のゲート電極は、第ｎ発光制御線Ｅｎに接続され、第１電極は、
第２トランジスタＭ２の第２電極に接続される。そして、第３トランジスタＭ３の第２電
極は、有機発光ダイオードＯＬＥＤに接続される。このような第３トランジスタＭ３は、
第ｎ発光制御線Ｅｎに発光制御信号が供給されるとき（ハイ信号）にターンオフされ、発
光制御信号が供給されないときにターンオンされる。
【００４０】
　第４トランジスタＭ４のゲート電極は、第ｍ制御線Ｃｍに接続され、第１電極は、有機
発光ダイオードＯＬＥＤのアノード電極に接続される。また、第４トランジスタＭ４の第
２電極は、第ｍフィードバック線Ｆｍに接続される。このような第４トランジスタＭ４は
、第ｍ制御線Ｃｍに制御信号が供給されるときにターンオンされる。
【００４１】
　図４は、データ駆動部の実施例を示す図である。
【００４２】
　同図に示すように、データ駆動部１２０は、シフトレジスタ部１２１、サンプリングラ
ッチ部１２２、ホールディングラッチ部１２３、信号生成部１２４、及びバッファ部１２
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５を備える。
【００４３】
　シフトレジスタ部１２１は、タイミング制御部１５０からソーススタートパルスＳＳＰ
及びソースシフトクロックＳＳＣが供給される。ソースシフトクロックＳＳＣ及びソース
スタートパルスＳＳＰが供給されたシフトレジスタ部１２１は、ソースシフトクロックＳ
ＳＣの１周期ごとにソーススタートパルスＳＳＰをシフトさせながら、順次にｍ個のサン
プリング信号を生成する。このため、シフトレジスタ部１２１は、ｍ個のシフトレジスタ
１２１１～１２１ｍを備える。
【００４４】
　サンプリングラッチ部１２２は、シフトレジスタ部１２１から順次供給されるサンプリ
ング信号に応答して、第２データＤａｔａ２を順次格納する。このため、サンプリングラ
ッチ部１２２は、ｍ個の第２データＤａｔａ２を格納するため、ｍ個のサンプリングラッ
チ１２２１～１２２ｍを備える。
【００４５】
　ホールディングラッチ部１２３は、タイミング制御部１５０からソース出力イネーブル
ＳＯＥ信号を受信する。ソース出力イネーブルＳＯＥ信号を受信したホールディングラッ
チ部１２３は、サンプリングラッチ部１２２から第２データＤａｔａ２を受信して格納す
る。そして、ホールディングラッチ部１２３は、自身に格納された第２データＤａｔａ２
を信号生成部１２４に供給する。このため、ホールディングラッチ部１２３は、ｍ個のホ
ールディングラッチ１２３１～１２３ｍを備える。
【００４６】
　信号生成部１２４は、ホールディングラッチ部１２３から第２データＤａｔａ２を受信
し、受信された第２データＤａｔａ２に対応してｍ個のデータ信号を生成する。このため
、信号生成部１２４は、ｍ個のデジタル－アナログ変換部（Ｄｉｇｉｔａｌ－Ａｎａｌｏ
ｇ　Ｃｏｎｖｅｒｔｅｒ）（以下、「ＤＡＣ」とする。）１２４１～１２４ｍを備える。
すなわち、信号生成部１２４は、それぞれのチャネルごとに位置するＤＡＣ１２４１～１
２４ｍを用いてｍ個のデータ信号を生成し、生成されたデータ信号をバッファ部１２５に
供給する。
【００４７】
　また、ＤＡＣ１２４１～１２４ｍのそれぞれは、センシング部１７０に接続される。こ
のようなＤＡＣ１２４１～１２４ｍは、センシング部１７０から供給される電圧をアナロ
グ電圧に変換してバッファ部１２５に供給する。
【００４８】
　バッファ部１２５は、信号生成部１２４から供給されるｍ個のデータ信号をｍ個のデー
タ線Ｄ１～Ｄｍのそれぞれに供給する。このため、バッファ部１２５は、ｍ個のバッファ
１２５１～１２５ｍを備える。ここで、バッファ１２５１～１２５ｍのそれぞれは、ＯＰ
－ＡＭＰで構成される。ＯＰ－ＡＭＰは、図示されていない制御信号に対応して、入力端
子の極性が反転したものに設定される（正極性入力端子から負極性入力端子、及び負極性
入力端子から正極性入力端子に極性が反転）。そして、ＯＰ－ＡＭＰは、スイッチ（図示
せず）のターンオンの可否に対応して、比較部またはバッファとして駆動される。
【００４９】
　図５は、センシング部、データ駆動部、タイミング制御部、及び画素の接続構成を示す
図である。
【００５０】
　同図に示すように、センシング部１７０は、電流源Ｉｍａｘ、第２アナログ－デジタル
変換部（Ａｎａｌｏｇ　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｃｏｎｖｅｒｔｅｒ）（以下、「ＡＤＣ２」と
する。）１７１、及びルックアップテーブル（Ｌｏｏｋ　Ｕｐ　Ｔａｂｌｅ）（以下、「
ＬＵＴ」とする。）１７２を備える。
【００５１】
　電流源Ｉｍａｘは、フィードバック線Ｆ１～Ｆｍのそれぞれに接続され、有機発光ダイ
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オードＯＬＥＤに所定の電流を供給する。ここで、電流源Ｉｍａｘから有機発光ダイオー
ドＯＬＥＤに供給される電流は、有機発光ダイオードＯＬＥＤの劣化情報が十分に抽出で
きるように実験的に決定される。実際に、電流源Ｉｍａｘから有機発光ダイオードＯＬＥ
Ｄに供給される電流は、パネルのインチや解像度などによって決定される。一例として、
電流源Ｉｍａｘから有機発光ダイオードＯＬＥＤに供給される電流は、５０ｎＡ～５０μ
Ａの範囲に設定可能である。
【００５２】
　電流源Ｉｍａｘと有機発光ダイオードＯＬＥＤとの間には、第１０トランジスタＭ１０
が形成される。第１０トランジスタＭ１０は、センシング期間の第１期間にターンオンさ
れる。
【００５３】
　ＡＤＣ２１７１は、フィードバック線Ｆ１～Ｆｍと共通に接続され、電流源Ｉｍａｘか
ら電流が供給されるとき、有機発光ダイオードＯＬＥＤに印加される電圧を第３デジタル
値に変換してＬＵＴ１７２に供給する。ＡＤＣ２１７１と有機発光ダイオードＯＬＥＤと
の間には、第１１トランジスタＭ１１が形成される。第１１トランジスタＭ１１は、セン
シング期間の第１期間にターンオンされる。ここで、ＡＤＣ２１７１及びＬＵＴ１７２は
、全てのチャネルと共通に接続される。
【００５４】
　ＬＵＴ１７２は、ＡＤＣ２１７１から供給される第３デジタル値に対応して、第１デジ
タル値及び第２デジタル値を所定の時間差をおいてＤＡＣ１２４ｍに伝達する。詳細に説
明すると、ＡＤＣ２１７１からＬＵＴ１７２に供給される第３デジタル値は、有機発光ダ
イオードＯＬＥＤの劣化情報を含む。つまり、電流源Ｉｍａｘから有機発光ダイオードＯ
ＬＥＤに電流が供給されるとき、有機発光ダイオードＯＬＥＤに印加される電圧は、有機
発光ダイオードＯＬＥＤの劣化が進むほど、その電圧値が上昇する。したがって、ＡＤＣ
２１７１からＬＵＴ１７２に伝達される第３デジタル値には、有機発光ダイオードＯＬＥ
Ｄの劣化情報が含まれることになる。
【００５５】
　ＬＵＴ１７２は、ＡＤＣ２１７１から供給される第３デジタル値に対応して、有機発光
ダイオードＯＬＥＤの劣化が補償され得る第１デジタル値及び第１デジタル値の他の電圧
情報を有する第２デジタル値を所定間隔をおいてＤＡＣ１２４ｍに伝達する。ここで、第
１デジタル値は、劣化した有機発光ダイオードＯＬＥＤのアノード電極に印加され、有機
発光ダイオードＯＬＥＤの劣化を補償できる電圧に対応する値に設定される。例えば、第
１デジタル値は、劣化した有機発光ダイオードＯＬＥＤが最大階調の輝度を発生できる電
圧に対応する値に設定可能である。したがって、第１デジタル値は、第３デジタル値に対
応して、有機発光ダイオードＯＬＥＤの発光効率の低減を補償するため、有機発光ダイオ
ードＯＬＥＤのアノード電極に印加されるべき、すなわち、上昇すべき電圧値情報を含む
。
【００５６】
　第２デジタル値は、第１デジタル値より低い電圧情報を含む。例えば、第２デジタル値
は、第１デジタル値の１／４の輝度が発生し得る電圧情報、または有機発光ダイオードＯ
ＬＥＤが最小階調の輝度を発生できる電圧に対応する値に設定可能である。以下、説明の
便宜上、第２デジタル値は、第１デジタル値の１／４の輝度が発生し得る電圧情報を含む
ものと仮定する。
【００５７】
　一方、第１デジタル値及び第２デジタル値は、実験的に予めＬＵＴ１７２に格納される
。つまり、第１デジタル値及び第２デジタル値は、ＡＤＣ２１７１から供給される様々な
第３デジタル値に対応して、有機発光ダイオードＯＬＥＤの劣化が補償され得るように、
様々な実験を経てＬＵＴ１７２に予め格納される。
【００５８】
　ＬＵＴ１７２とＤＡＣ１２４ｍとの間には、第１２トランジスタＭ１２が形成される。
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第１２トランジスタＭ１２は、センシング期間の第２期間にターンオンされる。
【００５９】
　バッファ１２５ｍは、ＯＰ－ＡＭＰ２００で構成される。ＯＰ－ＡＭＰ２００は、外部
制御信号に対応して入力端子の極性が反転する。
【００６０】
　ＯＰ－ＡＭＰ２００の第１端子とＤＡＣ１２４ｍとの間には、第１４トランジスタＭ１
４が形成される。第１４トランジスタＭ１４は、センシング期間の第２期間にターンオン
される。
【００６１】
　ＯＰ－ＡＭＰ２００の第２端子と有機発光ダイオードＯＬＥＤとの間には、第１５トラ
ンジスタＭ１５が形成される。第１５トランジスタＭ１５は、センシング期間の第２期間
にターンオンされる。
【００６２】
　ＯＰ－ＡＭＰ２００の第２端子は、第１６トランジスタＭ１６の第１端子に接続され、
ＯＰ－ＡＭＰ２００の出力端子は、第１６トランジスタＭ１６の第２端子に接続される。
第１６トランジスタＭ１６は、センシング期間にターンオフされ、正常駆動期間にターン
オンされる。
【００６３】
　ホールディングラッチ１２３ｍとＤＡＣ１２４ｍとの間には、第１３トランジスタＭ１
３が形成される。第１３トランジスタＭ１３は、正常駆動期間にターンオンされ、センシ
ング期間にターンオフされる。
【００６４】
　タイミング制御部１５０は、メモリ１５２と、計算部１５１とを備える。メモリ１５２
は、ＡＤＣ１１８０から供給される第４デジタル値及び第５デジタル値を格納する。計算
部１５１は、メモリ１５２に格納された第４デジタル値及び第５デジタル値を用いて、外
部から供給される第１データＤａｔａ１のビット値を変更した第２データＤａｔａ２を生
成してデータ駆動部１２０に供給する。
【００６５】
　図６ａ～図６ｃは、駆動波形に関連付けられた動作過程を示す図である。これらの図に
おける動作過程を説明するとき、説明の便宜上、第ｎ走査線Ｓｎ及び第ｍデータ線Ｄｍに
接続された画素１４０を用いることとする。
【００６６】
　図６ａに示すように、まず、センシング期間の第１期間に、第１駆動信号ＤＳ１、第２
駆動信号ＤＳ２、発光制御信号、及び制御信号が供給される。
【００６７】
　第１駆動信号ＤＳ１が供給されると、第１０トランジスタＭ１０がターンオンされる。
第２駆動信号ＤＳ２が供給されると、第１１トランジスタＭ１１がターンオンされる。第
ｎ発光制御線Ｅｎに発光制御信号が供給されると、第３トランジスタＭ３がターンオフさ
れる。第ｍ制御線Ｃｍに制御信号が供給されると、第４トランジスタＭ４がターンオンさ
れる。
【００６８】
　第１０トランジスタＭ１０及び第４トランジスタＭ４がターンオンされると、電流源Ｉ
ｍａｘからの電流が有機発光ダイオードＯＬＥＤを経由して第２電源ＥＬＶＳＳに供給さ
れる。この場合、有機発光ダイオードＯＬＥＤには、電流源Ｉｍａｘの電流に対応する所
定の電圧が印加される。
【００６９】
　有機発光ダイオードＯＬＥＤに印加された電圧は、第１１トランジスタＭ１１を経由し
てＡＤＣ２１７１に供給される。ＡＤＣ２１７１は、有機発光ダイオードＯＬＥＤに印加
された電圧を第３デジタル値に変更してＬＵＴ１７２に伝達する。
【００７０】
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　その後、図６ｂに示すように、センシング期間の第２期間に、第３駆動信号ＤＳ３、第
５駆動信号ＤＳ５、第６駆動信号ＤＳ６、第８駆動信号ＤＳ８、走査信号、及び制御信号
が供給される。
【００７１】
　第３駆動信号ＤＳ３が供給されると、第１２トランジスタＭ１２がターンオンされる。
第５駆動信号ＤＳ５が供給されると、第１４トランジスタＭ１４がターンオンされる。第
６駆動信号ＤＳ６が供給されると、第１５トランジスタＭ１５がターンオンされる。第８
駆動信号ＤＳ８が供給されると、第１７トランジスタＭ１７がターンオンされる。第ｎ走
査線Ｓｎに走査信号が供給されると、第１トランジスタＭ１がターンオンされる。第ｍ制
御線Ｃｍに制御信号が供給されると、第４トランジスタＭ４がターンオンされる。
【００７２】
　第１２トランジスタＭ１２がターンオンされると、第３デジタル値に対応して、ＬＵＴ
１７２から抽出される第１デジタル値及び第２デジタル値が所定の時間間隔で順次にＤＡ
Ｃ１２４ｍに供給される。ＤＡＣ１２４ｍは、第１デジタル値及び第２デジタル値のそれ
ぞれをアナログ電圧に変更した後、ＯＰ－ＡＭＰ２００に供給する。
【００７３】
　ＯＰ－ＡＭＰ２００の第１端子（－）にＤＡＣ１２４ｍから供給された電圧が供給され
る場合、ＯＰ－ＡＭＰ２００の第２端子（＋）の電圧が第１端子（－）の電圧と同じ電圧
になるように上昇する。したがって、第２トランジスタＭ２のゲート電極に印加される電
圧は、ＯＰ－ＡＭＰ２００の第２端子（＋）に第１端子（－）と同じ電圧が印加される電
圧に設定される。すなわち、第２トランジスタＭ２のゲート電極には、有機発光ダイオー
ドＯＬＥＤの劣化が補償され得る電圧が印加される。第２トランジスタＭ２のゲート電極
に印加された電圧は、ＡＤＣ１１８０で第４デジタル値及び第５デジタル値に変更されて
メモリ１５２に供給される。
【００７４】
　ここで、ＤＡＣ１２４ｍから第１デジタル値に対応する電圧が印加される場合、第２ト
ランジスタＭ２のゲート電極に印加される電圧は、数式（１）のように表現することがで
きる。
【００７５】
【数１】

【００７６】
　数式（１）において、Ｖｄａｔａ＿ｍａｘは、第１デジタル値に対応して第２トランジ
スタＭ２のゲート電極に印加される電圧を意味し、αは、有機発光ダイオードＯＬＥＤの
劣化に対応して電流の増加量を決定する値である。例えば、有機発光ダイオードＯＬＥＤ
の劣化により発光効率が１００％から７５％に下降する場合、αは１００／７５に決定さ
れる。このようなαは、有機発光ダイオードＯＬＥＤの劣化が補償され得るように、第１
デジタル値により予め決定される。そのほか、μは第２トランジスタＭ２の移動度、Ｃｏ
ｘは第２トランジスタＭ２の酸化層の静電容量、Ｗは第２トランジスタＭ２のチャネル幅
、Ｌは第２トランジスタＭ２のチャネル長、Ｖｔｈは第２トランジスタＭ２の閾値電圧を
表す。
【００７７】
　一方、ＤＡＣ１２４ｍから第２デジタル値に対応する電圧が印加される場合、第２トラ
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ンジスタＭ２のゲート電極に印加される電圧は、数式（２）のように表現することができ
る。
【００７８】
【数２】

【００７９】
　メモリ１５２には、第１デジタル値に対応して印加される電圧が第４デジタル値に変更
されて格納され、第２デジタル値に対応して印加される電圧が第５デジタル値に変更され
て格納される。
【００８０】
　一方、センシング期間には、図６ａ及び図６ｂに示すような動作が繰り返され、全ての
画素１４０の劣化情報が第４デジタル値及び第５デジタル値に変更されてメモリ１５２に
格納される。例えば、第１走査線Ｓ１及び第１データ線Ｄ１に接続された画素１４０の劣
化情報がセンシングされた後、第１走査線Ｓ１及び第２データ線Ｄ２に接続された画素１
４０の劣化情報がセンシングされ得る。実際に、センシング期間には、全ての画素１４０
が、図６ａ及び図６ｂのように、第１期間及び第２期間の過程を経るようになる。
【００８１】
　一方、センシング期間は、有機電界発光表示装置に電源が供給されるときに設けられる
。したがって、有機電界発光表示装置に電源が入力されるとき、画素１４０の劣化情報が
メモリ１５２に格納され、その後、正常駆動期間に、メモリ１５２に格納された劣化情報
を用いて第２データＤａｔａ２が生成される。
【００８２】
　その後、正常駆動期間に、計算部１５１に第１データＤａｔａ１が供給される。このと
き、計算部１５１は、第１データＤａｔａ１が供給される特定画素１４０から抽出された
第４デジタル値及び第５デジタル値を用いて、第１データＤａｔａ１のビット値を変更し
た第２データＤａｔａ２を生成する。
【００８３】
　第２データＤａｔａ２の生成過程を詳細に説明すると、まず、特定画素１４０に供給さ
れる第１データＤａｔａ１が入力されるとき、特定画素１４０に対応する第４デジタル値
及び第５デジタル値がメモリ１５２から抽出される。
【００８４】
　その後、計算部１５１は、第５デジタル値から第４デジタル値を減じる。第５デジタル
値から第４デジタル値を減じた場合、数式（３）のような情報が残る。
【００８５】
【数３】



(16) JP 2009-31712 A 2009.2.12

10

20

30

40

50

【００８６】
　数式（３）に表されたように、第５デジタル値から第４デジタル値を減じると、第２ト
ランジスタＭ２の移動度情報及び補償される劣化情報αが残る。
【００８７】
　また、計算部１５１は、数式（４）のように、第５デジタル値を２倍にしてから第４デ
ジタル値を減じた後、この値を第１電源ＥＬＶＤＤ（デジタル信号に変更された値）から
減じ、第２トランジスタＭ２の閾値電圧を求める。
【００８８】
【数４】

【００８９】
　その後、計算部は、数式（３）によって計算された結果に、数式（５）のように、第１
データＤａｔａ１のビット情報をかけ、この値に第２トランジスタＭ２の閾値電圧を足す
。その後、計算された結果を第１電源ＥＬＶＤＤのデジタル値から減じ、第２データＤａ
ｔａ２を生成する。
【００９０】

【数５】

【００９１】
　数式（５）において、ｎは第１データＤａｔａ１のビットを意味し、ｘは第１データＤ
ａｔａ１がビットによって選択された階調を意味する。例えば、第１データＤａｔａ１が
８ビットで、ビット値が２５階調を意味すると、ｎは８に設定され、ｘは２５に選択され
る。
【００９２】
　数式（５）において、第２データＤａｔａ２には、第１データＤａｔａ１のビット情報
、第２トランジスタＭ２の閾値電圧及び移動度情報、及び有機発光ダイオードＯＬＥＤの
劣化情報が含まれる。
【００９３】
　計算部１５１で生成された第２データＤａｔａ２は、サンプリングラッチ１２２ｍに格
納される。サンプリングラッチ１２２ｍに格納された第２データＤａｔａ２は、ホールデ
ィングラッチ１２３ｍに供給される。一方、正常駆動期間に、第４駆動信号ＤＳ４、第５
駆動信号ＤＳ５、及び第７駆動信号ＤＳ７が供給される。
【００９４】
　第４駆動信号ＤＳ４が供給されると、第１３トランジスタＭ１３がターンオンされる。
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第５駆動信号ＤＳ５が供給されると、第１４トランジスタＭ１４がターンオンされる。第
７駆動信号ＤＳ７が供給されると、第１６トランジスタＭ１６がターンオンされる。そし
て、正常駆動期間に、ＯＰ－ＡＭＰ２００に供給される制御信号に対応して、第１端子が
正極性端子（＋）に設定され、第２端子が負極性端子（－）に設定される。このとき、第
１６トランジスタＭ１６がターンオン状態に設定されるため、ＯＰ－ＡＭＰ２００は、バ
ッファとして駆動される。
【００９５】
　第１３トランジスタＭ１３がターンオン状態に設定されるため、第２データＤａｔａ２
は、ＤＡＣ１２４ｍに供給される。このとき、ＤＡＣ１２４ｍは、第２データＤａｔａ２
をデータ信号（アナログ信号）に変換してＯＰ－ＡＭＰ２００に供給する。
【００９６】
　ＯＰ－ＡＭＰ２００に供給されたデータ信号は、走査線Ｓｎに供給された走査信号によ
って選択された画素１４０のストレージキャパシタＣｓｔに供給されて格納される。その
後、第２トランジスタＭ２は、ストレージキャパシタＣｓｔに格納された電圧に対応する
電流を有機発光ダイオードＯＬＥＤに供給する。
【００９７】
　このとき、ストレージキャパシタＣｓｔに充電された電圧は、有機発光ダイオードＯＬ
ＥＤの劣化の補償、第２トランジスタＭ２の閾値電圧／移動度が補償され得る電圧に設定
される。したがって、有機発光ダイオードＯＬＥＤでは、第２トランジスタＭ２から供給
される電流に対応して所望の輝度の光を生成することができる。
【００９８】
　一方、図２では、制御線Ｃ１～Ｃｍがデータ線Ｄ１～Ｄｍと並んで形成されたものとし
て示しているが、本発明は、これに限定されるものではない。
【００９９】
　つまり、図７のように、制御線Ｃ１～Ｃｎは、走査線Ｓ１～Ｓｎと並んで形成され得る
。この場合、センシング期間に、制御線Ｃ１～Ｃｎに制御信号が順次供給され、制御信号
が供給されるたびに、チャネルのそれぞれに形成される第１１トランジスタＭ１１が順次
ターンオンされ、有機発光ダイオードＯＬＥＤの劣化情報がセンシングされ得る。
【図面の簡単な説明】
【０１００】
【図１】従来の有機電界発光表示装置の画素を示す回路図である。
【図２】本発明の実施例に係る有機電界発光表示装置を示す図である。
【図３】図２における画素の実施例を示す図である。
【図４】図２におけるデータ駆動部の実施例を示す図である。
【図５】センシング部、データ駆動部、タイミング制御部、及び画素の接続構成を示す図
である。
【図６ａ】駆動波形に関連付けられた本発明の有機電界発光表示装置の駆動方法を示す図
である。
【図６ｂ】駆動波形に関連付けられた本発明の有機電界発光表示装置の駆動方法を示す図
である。
【図６ｃ】駆動波形に関連付けられた本発明の有機電界発光表示装置の駆動方法を示す図
である。
【図７】本発明の他の実施例に係る有機電界発光表示装置を示す図である。
【符号の説明】
【０１０１】
　１１０；走査駆動部
　１２０；データ駆動部
　１３０；画素部
　１４０；画素
　１５０；タイミング制御部
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　１６０；制御線駆動部
　１７０；センシング部
　１８０；第１アナログ－デジタル変換部（ＡＤＣ１）

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図７】
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【図６ａ】
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【図６ｂ】
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【図６ｃ】
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